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豆

〈数学部会 〉

研 究 主 題

「個に応 じた指導 と評価に関する研究 一第1学 年の作図課題 を通 して一」

研 究 の 概 要

過 去2年 間の研 究 を土台に して 、指導 と評価 の計 画の 工夫 ・改 善につ い て取 り組 ん で き

た。 教材 の 開発 にお いて は、第1学 年 の 単元 「平面 図形 」を取 り上 げ 、学習 活動 に即 した

具体 的 な評 価規準 に照 ら し合 わせた 生徒 の 目標 の実 現状 況 を、的確 に把握 す る こ とを重視

した。 特に 、指導 と評価 の計画 の 中に は、 「努 力 を要す る」 状況(C)へ の具体 的 な手 立

てや 「十分満 足 で きる」状 況(A)の 見 取 り方 を示 し、 個に応 じた きめ細 かな指 導 を進 め

るため の在 り方 を研 究 した。

m研 究 の 内 容

1教 材 の工 夫

本 教材 は 、第1学 年 の単元 「平面 図形 」の中で扱 う単元末 の学習 内容 で あ り、「角 の二等 分

線 」、 「垂 直 二等 分線 」、 「垂線 」 の作図 を取 り扱 ってい る。 定規 とコンパ スを正 しく使 用 し、

正確 な 作図 を行 い、 それ らを利 用 して課題 に取 り組 んだ 力 を具体的 に評 価す る こ とが ね らい

で あ る。 これ ま では3時 間扱 いで あ るため に、作図 方法 を形式 的 に教 え、 正確 にか かせ る こ

とに主 眼が 置かれ て きた。 そ こで本研 究 で は、 この題材 の導入 の在 り方 を工夫 し、 さ らに発

展 的 な 課題 を取 り扱 うことも含 めて4時 間扱 い と して開 発 を行 っ た。

① 導 入 で は、基本 的 な作 図で解 決 で きる 「地 図」 を用意 し、各国 の海 の境 界線 を設 定す る際

の 「等距 離に あ る点の集 合Jと い う概 念 に着 目させ る こ とを試み た。

② 作 図 につ いて は 、ワー クシー トを用意 す る。 そ の際 、は じめ に 自分 で考 え た方法 を記 入す

る欄 を設 定す る こ とで 、個 々 の生徒 の思 考過程 を読 み取 り、「数学 へ の関心 ・意欲 ・態 度」

や 「数学 的な 見方や 考 え方」 の評 価 を具体 的 に行 うことを試 み た。

③評 価 問題 では 、作 図を組 み合 わせ て利 用す るよ うな発 展的 な課題 の入 った 「地 図 」 を用意

し、個 に応 じた指導 の場 面 を設 定 し、 「十分満 足で き る」状況(A}の 判断 を可 能 に した。

2指 導 に生かす 評価(個 に応 じた 指導 の工 夫)

個 に応 じた指 導 と して 、習熟 の程度 に応 じた学 習指 導 を積 極 的 に取 り入れ る。 とか く、f発

展 的 な学 習で は 難 しい課題 を…」、「補 充的な学 習で は易 しい 内容 を…」、と考 えが ちで あ

る。 しか し大切 な こ とは、 どの場面 で 、 どの よ うな手立 て を行 えば 、生 徒 が求 め る発 展的

な 学習 や補 充的 な学 習 にな るか を考 える ことで ある.補 充的 な学 習 の中 で も常 に発 展 的 な

学 び の場 を設 け 、学習活 動 の活 性化 を促 す こ とが重要で ある。

① 基礎 ・基本 の確 実な定 着を図 るね らい か ら、「努 力 を要す る」状 況(C)に 至 る こ との ない

よ う、指導 の手 立て と して 、具体的 な在 り方 を示 した。

② 「十分 満足 で き る」状 況(A)と 判 断 され る生徒 の具体 的 な学習 状況 の例 や 、「十分満 足で

きる」状 況 〔A)と 判 断す る際 の具体 的 な見取Dを 示 した。
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3指 導 と評価

(1)単 元 第1章 「平面 図形 」(15時 間扱 い)

(2)単 元 の 目標

・平 面 図形 につ いての 理解 を深 め させ る
。

・基 本的 な図 形 を見通 しを持 って作 図す ることがで きる よ うにす る
.

(3)次(小 単元)の 扱い

第1節 「対 称 な図形 」(B時 間扱 い)

i)線 対 称 と点対 称(2時 間)世)円 と対称(L5時 間)

fi)対 称 な 図形の性 質(4時 間)iv)基 本 の 問題(O,5時 間)

数 学 へ の関心 ・意 欲 ・態度

①身 の まわ りにあ る図 形が 、線 対称 や点 対称

で あ るかを調べ よ うとす る。

(C)円 、長 方形 、正 方形 、 台形等 の既 知の

図形か ら考 え させ る。

発 間例 「知 って い る図 形 をか いて ごらん 。」

② 対 称性 に着 目して 、基本 的 な図形 の性 質を

見 いだ した り、調べ た り しよ うとす る。

(C)線 対称 や 点対称 にな る既 知 の図形 で確

認 させ る。

発 問例 「000で 考 えて ごらん」

(注)OOOは 具体 的 な図形

(A)色 々な図 形 を関連 付 け て とらえてい る。

③ 作 図の方法 を考 えよ うとす る。

(C)対 称 な図 形の性 質 に着 目 させ る。

発 間例 「フ リー ハ ン ドでか いて ご らん。」

(A)作 図 の方 法 を論理 的 に考 えよ うとす る。

③ 基 本 の作 図 を利 用 して、 図形 をか こ うとす

る。

(C)作 図の 方 法を確認 させ る。

発 問例 「前の 時 間の ノー トや プ リン トを見

て ご らん。」

(A)垂 直二 等分 線、 角の 二等 分線 、垂線 の

作 図方 法 を関連 付け て とらえてい る。

② 観 察 、 操 作や 実験 を通 して 、対 称 性 に

着 目 して 基本 的 な図形 の性 質 を 考 え る

こ とがで き る。

(C)折 っ た り回 した り して 、 図形 が重

な る こ とに着 目させ る。

発 問例 「折 ってご らん 、回 して ご らん 。」

(A)色 々な図 形 を関連 付 け て と らえ る

こ とがで き る。

③ 対 称 性 に 着 目 して 、作 図 の 手順 を 考 え

る こ とがで きる。

(C)作 図 の見通 しを持 たせ る。

発 問 例 「どの 点が見 つか れ ば この 線 がか

ける?」

(A)作 図 の方法 を論 理的 に考 え させ る。

※各 槻 点 下の(C)は 「努 力 を要す る」状 況への 具体 的な 手立て で ある。
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第1節 の 目標

①線 対称 、点 対称 の意味 を理解 させ る。

② 平面 図形 を対称性 に着 目 して調 べ る こ とが で きる よ うにす る。

第2節 「基本 の作 図」(6時 間扱 い)

i)作 図 の仕方(1時 間)ili)作 図 の利 用(L5時 間)

並)い ろいろな 作図(3時 間)短)基 本 の 問題(O.5時 間)

第2節 の 目標

③ 垂直 二等分線 、角の 二等分 線 、垂線 な どの基本 的 な作 図 を理 解 し、 作図す る こと

がで き る。

章 のま とめ(1時 間)

数 学的 な表現 ・処理

① あ る図形 が線 対称 、点対称 で あ る理 由 を説 明

で き る。

(C)ど の よ うに操 作 をすれ ば重 な るの かを確

認 させ る。

発 問例 「ど うや って折れ ばい い、回せ ば いい?」

{A)図 形 が線 対称及 び点 対称 にな るこ とを、

図形 の性 質 と用語 を用い て的確 に説 明す

る ことがで き る。

② 線対 称 、点対 称 な図形 の性 質 を図や 記 号 を用

い て表 現す る こ とが で きる。

(C)図 形の性 質 を確認 させ る。

発 間例 「自分 の言 葉で 表現 して ご らん 。」

③ 垂 直二 等分線 、角の 二等分線 、垂 線 の作 図の

手 順 が説明 で き、作 図す る こ とがで き る。

(C)コ ンパ ス の跡 が何 をあ らわ して い るのか

を振 り返 らせ る。

発 問例 「コ ンパ スの跡 か ら何 が 分か るか な?J

(A)発 展的 な課 題 に対 して も、見 通 しを もっ

て作 図す る ことが でき る。

数 量 、図形 な どにつ いて の知識 ・理 解

① 線 対称 の軸や 点 対称 の 中心 の意 味 を理 解

して い る。

(C)線 対称 、 点対称 な図形 を提 示 して考

え させ る。

発 問例 「どこで折 ったの 、 どこ を中心 に回

したの?」

② 対称 な図 形の性 質 や用語 、記号 を理解 し

て い る。

(C)図 形 の用 語や 記号 に 関わ る図 を 見せ

て再 確認 させ る.

発問例 「図を見 て ごらん 。」

③ 定 規や コンパ ス を利用 した作 図の方 法 を

理 解 してい る。

(C)定 規、 コ ンパ ス を利 用 して、 ど うい

う線 をかい たの か再確 認 させ る。

発 問例 「前 の 時間 の ノー トや プ リン トを見

て ごらん 。」

(A)作 図 され た線 ボ 、 どの よ うな点 の集

合 な のか を理解 してい る。

(A)垂 直二 等分 線 、角 の二等 分線 、垂 線

のそれ ぞれ の 作図方 法 の 関連 を理解

して い る。

※ 各観 点 下の{A)は 「十分 満 足 でき る」状況 の 具体的 な見取 りであ る。
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W指 導事例

第

ユ

時

第

2

時

・オ リ ジ ル よ西 の 土 図 を 見 て 、 課

題 の 説 明 を 聞 き 、「各 国 の 海 」を か く。

ワー クシー ト1
① ⑤ 国の海 を考 え る。

② ⑭ 国の 一部分 の海 を考 え る、

ワー クシー ト1

① 円の 復習②
平 至藤 璽復 習
ワー ク シー トll

③ ⑤ 国 、㊧ 国 の 海 を 考 え る。

・垂直 二等 分線 を知 り、そ の性質 につ い
て ま とめ る.

・垂 直 二等 分 線 の 作 図 法 を ワー ク シー一 ト

に ま と め る。

④ ⑯国.㊧ 国の海 を考 える。

・角 の二等分線 を知 り、そ の性 質 につい
て ま とめる。

・角 の 二等 分線 の 作 図法 を ワー クシー ト

に ま とめる。

ま とめ
問1適 当な2点 を取 り、垂 直二等 分線

を作図 す る。
問2∠AOB(鈍 角)を か き、 角の 二

等 分線 を作 図す る。
・垂 直 二等 分線 と角 の二等分 線 の性 質の

の
・地 図 を 見 て 、 国 の が の よ うに 蜜る の か
予 想 させ る.

・作 図 を 意 識 せ ず 、 自由 に表 現 させ る。
・コ ンパ ス

、定 規 一以.外∫P使 朋.も認 ぬ 、る。

・自分 の考 え をま とめ
、他 の考 え と比較 させ る。

・平面 上 の一 点か ら、等距離 にあ る点 の集 合 が
円周 に なる こ とを確 認 させ る。

・自分の 考 えを ま とめ 、他 の考 え と比 較 させ る、
・平 面上 の一 直線 か ら、等距離 に あ る点 の集 合
が 平行線 にな る こ とを確認 させ る。

・二つの 頂点 に着 目 させ る。

・円の性 質や 平行 線の性 質 を挙 手 に よ り発 表 さ

せ る直

・どん な線 にな るのか 予想 させ る
.

・複 数 の意 見 を発 表 させ る。
・定規 、 コ ンパ ス等 を使 うことを指 示 す る。
・複 数 の意 見 につい てそれぞ れ の主張 を確認 し

2国 に公 平 な海 を確 定 させ る。

・垂 直二 等分線 上 の点の どこを取 っ て も、⑤ 国、
㊤ 国か ら距離 が等 しくな るこ とに気 づ かせ る

・作 図 は 、 定規(直 線 を 引 く)と コ ンパ ス(同
じ長 さを とる)だ け を道 具 と して 用 い る こ と

を確 認 させ る。
・③ の 図 を み て 、作 図 方 法 を 考 え させ る。
・正 確 な 作 図方 法 を板 書 し、 ワー ク シー トに 写

..畳さ,せ.る几

・どん な線 にな るのか予想 させ る。
・複数 の意見 を発表 させ る。

・複数 の意 見につ いてそれ ぞれ の主 張 を確 認 し

2国 に公 平な海 を確 定 させ る。

・角 の 二等 分線 が対称 な軸 になって い る こ とか

ら、2つ の辺 か ら等 しい点 の集 ま りで あ る こ
とに気 づ かせ る。

・④ の 図 を見 て 、作 図方 法 を考 え させ る.
・正確 な作 図方 法を板 書 し、 ワー クシー トに写
さ一せ一るa

・例 と して 、意 図的 に水 平に な らな い よ うな2
点を板 書す る。
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観 点別学習状況の評価 学習 活動 に即 した 具体 的な指 導 の 手立 て
〈 机 問 指 導 、行 動 観 察 、 ワー ク シー ト〉

〈関 〉(B)問 題 に取 り組 ん でい る。

瀟 酷黙鵜 滋騰 跨鱗聴 翻・

〈 関 〉(C)問 題 の 意 味 を詳 し く説 明 す る。

(C)フ リー ハ ン ドで か く よ う指 示 す る

.≦煮 ≧ 一∫9-,具 佳 的 な例.を.示 レ てji塑 動立 る.。_.

〈関 〉(B)問 題 に取 り組 ん でい る。 〈関〉(C)問 題 の意 味 を詳 しく説 明す る.
〈考 〉(B)円 にな る こ とが予想 で きる。 〈考 〉(C)た くさんの点 を とる よ う指 示 し、

円 にな るこ とに気 づか せ る。
〈表 〉(B)コ ンパ スを うま く使 用 して 円 〈表 〉(C)コ ンパ スを使 う季順 を個別 指導 す

が か け る。 る 。

をこ1机'簡昌il膏導1'ilデ 動 窺 昌票 、 ワ ー ク シ ー ト 〉

〈関 〉(B)問 題 に取 り組 ん でい る。 〈関〉(C)問 題 の意 味 を詳 しく説 明す る。
〈考 〉(B)畏 方形 の拡大 図で は な く、辺 〈考 〉(C)頂 点 で は、① を使 うこ とを助言 す

に対する平行線 と頂点での弧 る 。

にな る ことが 予想 で き る。
(A)辺 を延長 す るこ とを使 って平

行線 が かけ る。

〈机 間指 導 、行動 観察 、挙 手 〉
〈 関 〉(B)ワ ー ク シー ト1を 見 て発 言 し

ヒ禰 閣;一 赫 最 奔・

〈 関 〉(C)ワ ー ク シ ー ト1を 見 る よ うに 促 す 。

ワー ク シー ト〉
〈関 〉(B)問 題 に取 り組 ん でい る。 〈関 〉(C)問 題 の意 味 を説明 し、取 り組 む よ

うに 促 す 。
〈考 〉(B)2つ の円の交 点 を結ん でい る。 〈考 〉(C)前 時の①(1点 か ら等 距離)の 問

題 を見せ 、予 想 させ る。
〈考 〉(B)垂 直二 等分線 上 の点 は どこ を 〈考 〉(C)コ ンパ スの針 を垂 直 二等分 線 上 に

とっ て も2点 か ら等距 離 に あ 置 き2点 までの距 離 につ い て考 え
る こ と に気 づ い て い る。 させ る.

〈知 〉(B)垂 直 二等分線 は2点 の対称 な 〈知 〉(C)第1節 の対 称 な図形 を 思い 出 させ
軸に な つて い る ことが わか っ る 。

て い る。

〈 表 〉(B)定 規 ・コ ンパ ス を うま く使 用 〈表 〉(C)コ ンパ ス と定規 の使 い 方 を説 明す

して垂 直二等 線 が かけ る。 る。(コ ンパ ス は 長 さ を 測 る 。 定

規 は線 を引 く。)
〈考 〉(B)③ の 図 を見 なが ら作図方 法 を 〈考 〉(C)コ ンパ ス を 持 たせ 、 ③ と同 じ よ う

予想 す るこ とが で き る。 に作 図 させ る。

で机 商摺 導 じ行1動'観察 、 ワー クシー ト〉
〈関 〉(B)問 題 に取 り組 んで い る。 〈関 〉(C)問 題 の意 味 を説 明 し、取 り組 む よ

う に促 す 。

〈 考 〉(B)境 界線 が角 の 二等 分線 にな る 〈考 〉(C)図 を トレー シ ン グベ ー パ ー な ど に

ことが予想 で き る. 写 させ て、折 るな どして 予想 させ
る 。

〈 考 〉(B)角 の 二等 分線 上 の点 は どこを 〈考 〉(C)コ ンパ スの針 を角 の二等 分線 上 に

とって も2辺 ま での距 離が 等 置 き2辺 ま での 距離 につ い て考 え
しい こ とに 気 づ く。 させ る 。

〈考 〉{A)対 称 の性 質 を利 用 して作 図の 〈考 〉(C)第1節 の対 称 な図形 を 思い 出 させ
方法 に気づ く。 る 。

そ 机 商 摺 導 、行動観 察、 ワー ク シー ト〉
暫

く関 〉(B)問 題 に取 り組 ん でい る。 〈関 〉(C)問 題 の意味 を説 明 し、 取 り組 む よ

うに 促 す 。
〈 表 〉(B)垂 直二等分線 の 作図 が正確 に 〈表 〉(C)手 順 を説 明 し、 補 助 す る。

で き て い る。
〈表 〉(B)角 の二等分 線の 作図 が正確 に 〈表 〉(C)手 順 を説 明 し、補 助す る。

で きてい る
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ワークシー トH

①垂 直二等分線の復習

②負 Ω;笠 金麹Pl復 習

動

ワー ク シー ト皿

⑤ 隣接 す る2つ の 国 の海 にっ いて考 える。

⑥ 直線外 の1点 を通 る垂線 の作 図 の方法 に
っ いて考 え る。

・垂 線 を知 り、そ の 性 質 に つ い て ま とめ る。
・垂 線 の 作 図 法 を ワー ク シ ー トに ま と め る

。

ま とめ

問3

問4

線 分ABのBを 通 る垂線 を作図す

る。

水 平で ない線 分ABへ 、線 分AB
上 に ない 点Pか ら垂 線 を作 図 させ

る。

ワー クシー ト皿

O垂 線 の復 習

ワ ー ク シー トIV(評 価 問 題)

・世界 地図全 体の 各国 の海 につ いて 考 え る
。

特 に、東 半球の 各国 の海 を作 図 に よって

求 め る。

*1ワ ー・ク シー ト参 照1

ま とめ
・作 図 の授 業の 感想 と して 自己評価 を行 う。

'上 の
、 、 点

・垂 直二 等分 線や 角の 二等分線 の性 質 を挙

手 に よ り発 表 させ る。

・どの よ うな線 にな るのか予想 させ る
。

・予 想 され る直線や 作 図の仕 方 につ い て 自

分 の考 え をま とめ 、他 の考 え と比較 させ

る。
・垂 線 の意味 を知 り、 その性 質 につ い て考
え させ る。

・直 線上 の1点 を通 る垂線 の作 図の 方法 を

考 え させ る

・垂 線 の意味 に照 ら し合 わせ て
、 どの よ う

な直線 に な るか予想 し、作図 の方 法 を考

え させ る。

・⑥ の図 をみ て 、作図方 法 を考 えさせ る。
・正確 な作図 方法 を板書 し、 ワー クシー ト
に写 させ る

・例 と して 、意図 的に水 平にな らない よ う

な線分ABを 板 書す る。

・垂 線の 性質 を挙 手に よ り発 表 させ る
。

・既 習の 学習 内容 を参考 に させ る。
・東 半球 の地 図 に作 図 させ る

。
・なかな か手 が動 かない生徒 には、西 半球
の地図 に、 これ までの 作図 を復 習す る よ

う指示す る。

・作 図の ま とめ として、

1)課 題 へ取 り組 む 態度

2)必 要 な作 図場面 を見分 け る力

3)コ ンパ ス 、定規 の正確 な使 い 方

4)垂 直 二等分線 、角の二等 分線 、垂線 の

正確 な作 図

な どを 見取 る。

・解 答 とな る世界 地 図を配 布 し、 自分 の作
"を 認 させ る
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点 別 愚

とす る。

況 の ヨ
〈机 間 指 導 、行 動 観 察 、 挙 手 〉

〈 関 〉(B)ワ ー ク シ ー トllを 見 て 発 言 しよ う

〈机 間指 導 、行 動 観 察 、 ワー ク シー ト〉

〈 関 〉(B)問 題 に取 り組 ん で い る。

〈考 〉(B)交 点 を通 る垂線 に なる こ とが予想

でき る。

(A)角 の二等 分線 を応 用 し、直線 を平

角 と とらえ 、作図 の方法 が わか る。

〈表 〉(B)直 線 上 の1点 を通 る垂線 の作図が

で き る。

〈机 間指 導 、行動 観察 、 ワー ク シー ト〉

〈考 〉(B)作 図の方 法がわ か る。

(A)さ らに 、別 の方法 がわ か る。
〈表 〉(B)直 線 外の1点 を通 る垂線 の 作図が

2通 りで き る。

〈考 〉(B)⑥ の図 を見な が ら作図方 法 を予想

す る こ とがで きる。

〈机 問指 導 、行動 観察 、 ワー ク シー ト〉

〈関 〉(B)問 題 に取 り組ん でい るe

〈表 〉(B)垂 直二等 分線 の作 図が 、正確 にで

きてい る。
〈表 〉(B)角 の二等 分線 の作 図が 、正確 にで

きてい る

〈机 間 指 導 、 行 動 観 察 、 挙 手 〉

〈関 〉(B)ワ ー ク シ ー ト皿 を 見 て 発 言 しよ う

とす る。

〈机 問指 導 、行 動観察 、 ワー ク シー ト〉

〈関 〉(B)意 欲 的 に課題 に取 り組 ん でい る。

〈考 〉(A)地 図 中の場面a、 β、 γの作 図が

で きて い る。

(B)基 本的 な作図 につ いて 、それ ぞれ

1カ 所 はで きてい る。

1)垂 直 二等分線(ち 、つ 、て 国)

2)角 の二 等分線(し 、そ 国 な ど)

3)垂 線(こ 、 さ国 な ど)

(C)東 半球 の作図 がで きない。
〈表 〉(B)垂 直二 等分線 、角 の二 等分線 、垂

線 の作 図が場 面に応 じて正 確 にで

き る。

(B}作 図 の方法 が正 しくで きる。
〈知 〉(B)作 図 の方法 がわか る。

〈関 〉(B)自 己評価 を記 入 してい る。

学 活動 に 且 した具 オ'の 手 立 て

〈関 〉 (C)ワ ー ク シ ー トHを 見 る よ うに

促 す

〈関 〉(C)課 題 の意味 を説 明 し、 ワー ク
シー トに取 り組 む よ う促 す 。

〈考 〉(C)両 国 に とって平等 にな るよ う

に、点 の集合 と して とらえ さ

せ る。

(A)全 体 に、考 え方 を説 明 させ る

〈表 〉(C)手 順 を確認 し、作 図の方 法 を

指 導す る。

〈考 〉(C)直 線外 の1点 か ら等 距 離 に あ

る点の集合 と直線 との 交 点 を、
コンパ スを用 い て円 をか く こ

とで求 め させ る。

(A)全 体 に、考 え方 を説 明 させ る
〈表 〉(C)手 順 を確認 し、作 図の 方法 を

指 導す る。

〈関 〉

〈表 〉

(C)問 題 の意 味 を説 明 し、取 り組

む よ うに促 す。

〔C)手 順 を説明 し、捕助 す る。

〈 表 〉(C)手 順 を 説 明 し 、補 助 す る、

〈関 〉(C) ワ ー ク シー一 ト皿 を 見 る よ うに

促 す 。

〈関 〉(C)課 題 に取 り組 む よ う促 す とと

も に、個別 に指 導 を行 う。
〈考 〉(A)個 々 に作図 した中 で評 価 す る

(C)西 半球 の復 習 をす るよ う指 示

す る。
〈表 〉(C)コ ンパ ス 、定規 の 正確 な使 い

方 を個 別 に指導 す る。

〈知 〉(C)前 時 ま での学 習 を振 り返 こ と

に よ り作 図の仕 方 を理解 させ

る。

〈関 〉(C)自 己評 価 を記入 す るよ う促 すa
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@鍛 魑畳面

おだやかな住艮たちが、平和に暮 らしていた星郡ありました.地 球かな㌣

ところがあ筍日、一人の植物学者が.悔 中操検を行oた ところ、そこにはおい しそうな悔草が.

山のように生い茂っていました.

各国は.さ っそくこの新 しい食糧資源を砧保す6た めに.fこ この海は我が国の海だ.」と主張
し始めました.そ して.こ の呈の色々な場所で、灘の奪い合い雌始まリモうになりま し亀

しか し、そこは租やかな住民たち.何 とか話 し合いで解決 しようと.代 畿者会議を開くことに

なりました.モ の金謹で、略 国の晦岸線から、一定の距離(代 表者会厳が定める,を.そ の国
の海 としよう.」と決定 しま した.

すかさず、各国は自分の国から一定の距離(代 衰者会儀が定めた もの〕に、ブイを投げ込みま
した。

これでひ と安心かと思eた ら,そ うはいきません.

今度は、いくうかの国の海が重なって しまうところがあることに気づき、前にも増 して大混乱
が起きてしまいました.

モこで、代衷者会議が耳度招集され、「各国の海に関す る境昇線は、篁ならないように†る。
重なってしま う悔は、代衰者会慮の議長の決定に任せ軌 」ということで決着 しました.

さて、代表者会議の議費(議畏は、今この文竃を胱んでいる君だよ!)と して、す"'ての国の漕
を.い っ二くも旱 く決定 してく把さい。

モうしないと、今度は本当に争いごとに発展 して しまうかも ….
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〔注 〕 こ の ワー ク シ ー ト騨 は.検 証 撮 業 で 悟 用 し た 地 囮 と一 部 異 な っ て い 筍.
検 鉦 慢 業 でlt、 下 の 地 図 を 活 用 した が 、 作 図 す る時 聞h:足 りず 、i多 く の 生 徒 』S完成 で きな か っ た 。
この た め、 評 価 に彫 響 を 与 え な い 範 囲 で 均 図 を 簡 略 化 す ろ こ と を棲 討 し 、 数 箇所 を 削 除 した.

【生 徒 ワー ク シー一ト例1 1「作図 」 の授業 の感 想1

・た だ の図 形 の境 目に したの で な く各 国 の海

と した ところが 良か った。

・友 達 に 聞か ない で 自分 の力 で で きた。 自分

な りに いろい ろ考 える こ とがで きた。

・自分 で答 え を見 っ け るの が楽 しかっ た 。 進

ん で発 見で きた ので 良か った。

・④国 だ けは完 成 させ たか った。

・ものす ご く難 しか った け ど
、 とて もお も し

ろ か った。 私 は こ うい うパ ズル みた い な も

の は好 きだ し、 け っ こ う楽 しか った。 また

この続 きをや りた い。

・㊤国 、㊥国 、(D国 も分 け られ な か った。

あ とはだ いた いで きた ので よか った。

・コ ンパ ス を使 っ て色 々な 作 図が で き る なん

てす ごい と思 っ た.

・難 しか っ た け ど、問題 を解 け た ときが 、 う

れ しか った。地 図 を使 った授 業 につ いて は 、
●

よ か っ た と思 う。
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V研 究 の ま と め

1評 価 問題 につ いて

(1)「 十 分 に満 足 で き る」状 況(A)と 判 断す る生徒 の 見取 りにつ いて

① α、 β、 γの 中で 、 αにつ い ては、 ほ とん どの生徒 が取 り組 み、正解 率 も高 か った。

βにつ いて は 、数名 の生 徒 が取 り組み 、完成 させ て いた。7に つい ては 、工夫 して円 を

か こ うとす る生徒 が 見 られ た が、 正解 した生 徒 は一 人 もい なか った。

(2)「 努 力 を要す る」状 況(C)と 判 断 した生徒 へ の手 立 てにっ いて

① 平行 線の 作 図を手 助 けす るた め にブイ を配 置 した が、置 きす ぎた ため 、点 と点 を結ぶ

こ と力竃平行 線 を作 図す る こ とであ る と勘違 いす る生徒 が 多か った。 垂線 を作 図 させ るた

めブイ を配 置 して いな い㊥ 国 の北側 な どは、平行 線 を作 図 しない生徒 が多 か づた。

→ ㊥ 国の 北側 の海 を適 当 に決 めて い る生徒(海 岸 線 か らコ ンパ スで印 をつ けて平行 ら

しい線 を引 いて い る)に は、 正確 な平行線 を 引 くた め には垂線 を作 図す る必 要が ある こ

とを予想 させ るよ うな ヒン トを与 えた。

② ◎ 国 と③ 国 の海 の よ うに垂 線 の作図 が必 要 な箇所 の境 界線 を引 いて い な い生徒 が 多

か った。

一→ 境 界線 を引 いてい ない生 徒 には、 引 くよ うに指示 した。 引 けてい るが、作 図 されて い

な い生徒 には 、境 界線 の意 味 を確 認 し、作図す る よ うに助 言 した。

2研 究 の成 果 と今後の 課題

(1)研 究の成果

① 地図 を利 用 した ことに よ り、生徒 が意 欲的 に課題 に取 り組 ん だ。 そ の結果 、楽 しみ な

が ら作 図技 術 を定着 させ る こ とが で きた。

② この 指導 を通 して 、作 図の 手順 を論理 的に説 明 で き るな ど、「数 学的 な見方 や考 え方 」

の 力 を引 き出す こ とがで きた。

③ 「努 力 を要す る」 状況(C)と 判断 した生 徒 に対 し、勘 果的 な支援 を行 うた め の具 体

的 な方 策 を検討 した。 発 問 を 工夫 す る こ とに よ り、個 々 の生徒 に あった支 援 を行 うこと

が で きた。

④ 客観 的 な評価 を行 うための 教材 を開発 し、評価 の観 点 を明確 に した問題 を作成 す る こ

とに よ り、観 点別 評価 の 見取 りが容易 になった。。

(2)今 後 の課題

① 評 価 問題 に関 して は 、 「垂 直 二等 分線 の作 図 が少 な い」、 「線 外 の1点 か らお ろ した 垂

線 の作 図が な い」、 「平行線 の作 図の扱 い 」な ど改善 の余地 が あ る。

② 授 業 形態 の違 いに よる指 導 方 法や 評価 方法 の在 り方 にっ いて は 、研 究 を深 める こ とが

で き なか った。

③ 各観 点 ご との 「十分 に満 足で き る」状 況(A)の 見 取 りや 、「努 力 を要す る」状 況(C)

へ の手 立て につ いて は、今後 も研 究 を深 めてい く必要 が あ る。

④ 今 後 、 この地 図 を広 く実 践 し、効 果や 問題 点 を よ り明確 に して 、工夫 ・改善 を重ね る

こ とに よ り、 さらに完成 され た もの に してい きたい。
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